
第１回 原村ゼロカーボン・フロンティア

"カーボンニュートラルで紡ぐ美しい村"

実現に向けた取り組み

利益と責任の交差点～脱炭素経営を考える～

本日はご参加ありがとうございます。

第一部の信金中央金庫様のご講演に続き、原村が目指すカーボンニュートラルと、事業

者の皆様と一体となって取り組む意義についてご説明します。

本講演会が、皆様の事業と村の未来にとって有益な場となることを願っています。

令和７年10月６日（月）

原村 建設水道課 環境係



原村の現状

●諏訪地域における地球温暖化による影響

●現在の温室効果ガス排出量と将来推計



原村の取組み

～事業者関連～

●諏訪信用金庫との脱炭素社会実現に係る連携協定（令和５年７月締結）

地域における脱炭素社会実現と地方創生を目的とした協力体制の構築

(1)脱炭素社会実現に資する村内事業者及び家庭の取組への支援に
関すること

(2)原村と事業者との連携促進の支援に関すること

(3)グリーン成長分野での新たな事業展開を行う村内事業者への支
援に関すること

(4)その他、本協定の目的に資すると認められる事項に関すること

●「原村地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」

（令和６年５月締結）

村全域を対象とした温室効果ガス排出量削減等を推進するための計画

「カーボンニュートラルで紡ぐ美しい村」を共有ビジョンに、行政だけでなく、住民の皆
さまや事業者の皆さまと、地域一体となって取組みを進めていくことが重要

●「カーボンニュートラルで紡ぐ美しい村 実現に向けたロードマップ」（令和７年３月策定）

計画の目標を達成するため、2030年度までに重点的に取り組む具体的な取組みを策定

連携事項



目指す将来像
と計画の目標



計画における３つの施策の柱



立場の違いを越えて

地域協働の始まり

温暖化対策や脱炭素への取り組みは、立場や規模によっても優先順位や動機が異なります

事業者

〇経済性・収益確保
〇事業継続性

〇競争力強化

〇従業員の理解

住民

〇快適な暮らし

〇環境保全

〇次世代への責任

〇健康と安全

行政

〇計画の策定・管理

〇地域全体の目標達成

〇地域への理解の促進

〇情報提供

共通のビジョン：「カーボンニュートラルで紡ぐ美しい村」

原村の豊かな自然環境を守り、持続可能な未来をともに創るという共通の目標が
あります。このビジョンのもとそれぞれの「利益と責任の交差点」を模索します



原村ゼロカーボン・
フロンティアの役割

・計画の柱の一つ：「ゼロカーボン達成に向けた環境づくり・人づくり」としてロード
マップに掲げる「地域金融機関との連携による、事業者向け講演会等」（～R11）

・脱炭素社会の実現に向けて何ができるか、地元事業者、商工会、金融機関、行政等
の地域協働で開拓していく場

原村ゼロカーボン・フロンティアとは？

講演会等を契機とした「協働の場」の創出

課題の共有
それぞれの具体的な悩みをオープンに

支援制度の提供
国・県・地域の制度を分かりやすく

事業者間の情報共有
成功事例や失敗談を共有し学び合う

共同実施の仲間探し
共に取り組む仲間とのマッチング

継続的な協働のために、常設のアンケートフォーム（意見箱）を設置

「こんなことを知りたい」「こんな取組みが考えられないか」といったアイデアや「こんなこと
やっている」「こんな工夫がおすすめ」といった事例紹介を、いつでもお気軽にお寄せください！

皆様の声が新たな可能性を作ります



村内事業者
の"今"を

アンケート調査か

ら見えたこと

出典：原村地球温暖化対策実行計画

事業者向けアンケートの総括 各アンケート結果 内訳
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村内事業者の"今"を
知る

アンケート調査から見えたこと

省エネ設備・再エネ設備導入の主要課題

設備に係る経費が高い

事業者の現状・意識

小規模かつ歴史の長い事業者が多い

主要取引先等からの脱炭素要請は少ない

自然環境保全の意識から関心が高い

LED照明の導入率が最も高い

設置によるメリットやデメリット、効果
的な手法など、詳しい内容がよくわから
ない

事業所の構造上、設置が難しい

設置に伴って発生する事務手続きが面倒

どこに相談してよいのかわからない

補助金・融資制度等の紹介

通常業務が忙しく、エネルギー管理や地
球温暖化対策を検討する余裕がない

専門人材派遣制度の紹介

講演会や学習会の開催

対応策の具体例

個別相談会等の開催

優良事例や失敗事例の共有

共同実施のマッチング

連携機関とのつなぎ

多様なチャンネルによる情報発信
や常設フォームによる意見収集



財政的支援

各種補助金情報

長野県中小企業融資制度

信州サステナビリティ・リンク・ローン（脱炭
素型）活用促進制度

脱炭素に取り組む事業者の取組状況に応じて、融資
条件（金利等）が連動する融資制度を構築し、中小
企業の脱炭素化を支援。

専門知識についての支援

【国】省エネルギー診断（中小規模事業者向け）

専門家を派遣し、現状把握や光熱費や温室効果ガス排
出量削減の改善提案を行う、省エネ診断を実施してい
ます。（１割の費用負担あり）

⇒県では上記省エネ診断の診断料に対する補助を実施
しており、費用負担なく診断が受けられます。

節電・省エネルギー対策のための設備の設置、改造
又は修理を行おうとする事業者に対する「信州創生
推進資金（ゼロカーボン・次世代産業向け） 」の
融資制度。

【県】中小規模事業者省エネ診断事業
・県が委嘱した「信州省エネスペシャリスト」及び県に

登録した「信州省エネアシスタント」による省エネ診
断の実施。

・設備改修や運用改善の進め方、補助金に関する情報
等、省エネに関する相談窓口を開設。

TEL：０２６－２３５－７０２２
FAX：０２６－２３５－７４９１

（利子補給事業）

指定金融機関が行う事業者の設備投資に対する融資に
対し、その利子の一部を補給する事業

環境省 補助制度

経済産業省 補助制度

長野県 補助制度

カーボンニュートラル相談窓口
独立行政法人 中小企業基盤整備機構が実施する、専門家
による対面及びwebの相談窓口。無料で何度でも相談がで
きます。

省エネ支援サービス（経産省事業）
一般財団法人省エネセンターが以下の支援等を実施。

・無料講師派遣（謝礼・交通費不要）
・省エネ・節電ポータルサイトに
・省エネ最適化診断（有償）

情報発信について

環境省ポータルサイト

長野県ホームページ

経済産業省ホームページ

原村ホームページ

省エネ・節電ポータルサイト/グリーンバリュー
チェーンプラットフォーム



国・県の脱炭素支援

有効活用のために

●2025年度までの主な脱炭素関連支援制度

環境省の多くの既存事業が令和７年度で区切りを迎えます

●重要になる「事業者のニーズの共有」

現場の声としての皆さまの意見が、新たな支援策設計の貴重なインプットにな
ります

●原村が「国・県とのパイプ役」に

効果的な支援制度の活用・設計に貢献するため、事業者の皆様の声を国や県に
届けたり、新たな支援制度のスムーズな活用が可能になるようなパイプ役とな
ります

新たな制度が登場した際に、スムーズに活用できるような情報共有の場にも

現在（令和7年度）
既存支援制度の活用

令和8年度以降
新たな制度への移行期

2030年に向けて
目標達成のための加速期
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私たちと共に

持続可能な未来へ

●本日のご参加とご協力に心より感謝いたします

皆様の熱心なご聴講、ありがとうございました

●地域協働で地球温暖化対策の取組みができる原村
様々な主体が一体となって取り組める環境づくりを進めます

●"カーボンニュートラルで紡ぐ美しい村"の実現へ

本日を契機に、共に一歩ずつ歩みを進めましょう

この後の質疑応答や個別の相談も、どうぞお気軽にご活用ください

今後も、原村・諏訪信用金庫・商工会が連携していきます

ご清聴ありがとうございました


